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「
辞
書
は
三
省
堂
」「
辞
書
は
コ
ン
サ
イ
ス
」「
辞
書
は
大
辞
林
」。 

「
英
語
の
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ウ
ン
」。 

三
省
堂
の
辞
書
や
教
科
書
を
英
語
や
国
語
の
授
業
や
勉
強
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
は
、
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。 

大
正
昭
和
初
期
の
蒲
田
地
区
に
は
、
三
省
堂
の
印
刷
工
場
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
蒲
田
に
工
場
を
建
設
す
る
ま
で
の
三
省
堂
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

一
． 

三
省
堂
の
歴
史
（
蒲
田
工
場
以
前
） 

 

 一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
亀
井
忠
一
、
万
喜
子
夫
妻
が
、
神

田
神
保
町
（
現
三
省
堂
書
店
の
一
角
）
で
古
書
店
と
し
て
創
業
し

ま
し
た
。 

三
省
堂
の
社
名
の
由
来
は
、
中
国
の
古
典
『
論
語
』
の
「
学
而
篇
」

の
一
節
「
吾
日
三
省
吾
身
」（
わ
れ
日
に
わ
が
身
を
三
省
す
）
と
い

う
言
葉
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
、「
不
忠
、
不
信
、
不
習
に
つ
い
て
、

日
に
幾
度
と
な
く
わ
が
身
を
省
み
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。『
論
語
』

の
「
三
省
」
は
「
さ
ん
せ
い
」
と
読
み
ま
す
が
社
名
は
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）
年
ま
で
は
「SANSHODO

」
と
表
記
し
て
い
ま
し
た
。

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
以
降
は
「SANSEIDO

」
と
表
記
し
て
い

ま
す
。（
株
式
会
社
三
省
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
） 

 

そ
し
て
、
亀
井
忠
一
は
、
創
業
か
ら
ま
も
な
く
出
版
活
動
も
始

め
ま
す
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
年
に
日
本
で
初
め
て
の

『
日
本
百
科
大
辞
典
』
を
刊
行
開
始
。
亀
井
忠
一
は
、
出
版
・
印

刷
・
販
売
の
一
貫
し
た
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
は
、
出
版
と
印
刷
部
門
が
株
式
会

社
三
省
堂
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
書
籍
流
通
の
三
省
堂
書
店
と

出
版
印
刷
の
三
省
堂
と
な
っ
た
の
で
す
。（
三
省
堂
書
店
と
辞
書
の

三
省
堂
が
現
在
、
別
の
会
社
組
織
と
し
て
ぞ
れ
ぞ
れ
の
道
で
事
業

展
開
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
人
も
、
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。） 

 

三
省
堂
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
国
産
イ
ン
デ
ィ
ア

紙
（
辞
書
用
の
薄
い
紙
）
を
開
発
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

に
そ
の
後
の
小
型
英
和
辞
典
の
原
型
と
な
る
『
袖
珍
コ
ン
サ
イ
ス

英
和
辞
典
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
同
年
、
東
京
蒲
田
に
工
場
用
地
を
入
手
し
ま
し
た
。

現
在
の
大
田
区
仲
六
郷
一
丁
目
一
〇
番
に
な
り
ま
す
。（
現
Ｊ
Ｒ
東

日
本
イ
ー
ス
ト
ハ
イ
ム
仲
六
郷
）
当
時
住
所
は
、
荏
原
郡
六
郷
村

大
字
八
幡
塚
字
浮
面
耕
地
で
し
た
。 

三
省
堂
蒲
田
印
刷
工
場 

古
都 

祐
樹
・
鍋
谷 

孝  
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 二
．
蒲
田
工
場
の
立
地
と
も
の
づ
く
り
の
精
神 

 

三
省
堂
の
印
刷
工
場
の
立
地
に
蒲
田
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、

三
省
堂
一
〇
〇
年
史
の
中
で
、
今
井
直
一
の
記
述
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
省
線
の
沿
線
と
し
て
こ
の
辺
り
が
、
一
番
海
か
ら
遠
い
の
で
、

汐
風
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、
ま
た
、
省
線
蒲
田
駅
か
ら
歩
い

て
、
約
一
二
、
三
分
の
距
離
に
あ
り
、
京
浜
国
道
に
近
い
が
、
わ

ず
か
離
れ
て
い
る
の
で
砂
ぼ
こ
り
の
害
を
受
け
な
い
こ
と
。
そ
の

他
将
来
省
線
蒲
田
駅
が
貨
物
駅
と
な
り
、」 

 

鉄
道
・
道
路
・
駅
の
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
貨
物
駅
の
「
流
通
」
と

「
も
の
づ
く
り
の
環
境
」
と
三
つ
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
の
が
、
蒲

田
新
興
産
業
の
立
地
と
特
性
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
、
さ
ら
に
三
省
堂
蒲
田
工
場
に
は
、
創
業
者
亀
井
忠
一
、

専
務
亀
井
寅
雄
の
二
人
の
こ
だ
わ
り
、
夢
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 創

業
者
亀
井
忠
一
は
、
創
業
当
時
か
ら
、
将
来
は
、
出
版
、
印

刷
、
販
売
の
一
貫
体
制
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
に
負
け
な
い
印
刷
製
本
技
術
の
習
得
、
本
づ
く
り
へ
の
強
い

挑
戦
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
志
は
、
亀
井
寅
雄
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。
寅
雄
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
書
物
と
い
う
も

の
を
分
け
る
と
内
容
と
外
観
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
内
容
は
、
も

っ
ぱ
ら
筆
者
の
責
任
の
範
囲
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

外
観
と
は
、
本
屋
の
責
任
の
範
囲
に
属
す
る
印
刷
、
製
本
な
ど
を

申
し
ま
す
。（
中
略
）
外
国
の
文
字
の
印
刷
の
よ
う
な
美
麗
な
印
刷

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
営
利
の
み
を
目
的
と
す
る
印
刷
会
社
で

は
殆
ど
不
可
能
な
こ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
印
刷
が
文
化
に
貢

献
す
る
所
の
大
部
分
と
い
う
も
の
は
文
字
の
印
刷
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
率
先
し
て
活
字
印
刷
の

改
良
を
し
て
く
の
で
な
か
っ
た
ら
、
何
時
の
世
に
日
本
は
外
国
の

製
品
に
優
る
モ
ノ
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。」

（
昭
和
一
五
年 

創
業
六
〇
周
年
の
式
辞
口
演
の
一
部
よ
り
抜
粋
、

筆
者
に
よ
る
口
語
訳
） 

 

こ
の
亀
井
寅
雄
の
言
葉
は
、
大
倉
陶
園
の
創
業
者
大
倉
孫
兵
衛

の
手
記
と
重
な
り
ま
す
。「
良
き
が
上
に
良
き
も
の
を
作
っ
て
、
英

国
の
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
、
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ブ
ル
、
イ
タ
リ
ア
の

ジ
ノ
リ
ー
以
上
の
物
を
作
り
出
し
た
い
。
利
益
を
思
っ
て
は
、
こ

の
こ
と
は
で
き
な
い
、（
中
略
）」（
大
正
七
年 

手
記
を
一
部
抜
粋
、

筆
者
に
よ
る
口
語
訳
） 

当
時
の
蒲
田
地
区
に
は
、
利
益
を
度
外
視
し
て
も
、
世
界
水
準

の
製
品
を
作
り
た
い
も
の
づ
く
り
精
神
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。 

 

三 

蒲
田
工
場
の
環
境
構
想 

 

そ
し
て
、
三
省
堂
蒲
田
工
場
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
特
筆
す

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
環
境
整
備
で
す
。 

 
蒲
田
工
場
の
構
想
の
際
に
、
当
時
専
務
で
あ
っ
た
亀
井
寅
雄
は
、
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ア
メ
リ
カ
外
遊
の
時
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
郊
外
に
あ
る
印
刷
工

場
を
見
学
し
て
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。 

「
大
正
十
年
当
時
専
務
で
あ
っ
た
亀
井
寅
雄
は
、
外
遊
の
際
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
多
く
の
印
刷
工
場
を
推
察
し
た
が
、
そ
の
中
で
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
に
あ
る
ダ
ブ
ル
デ
ー
・
ペ
ー

ジ
と
い
う
会
社
が
特
に
印
象
が
深
い
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
く
立
派

な
自
家
工
場
を
持
つ
出
版
社
で
、
田
園
都
市
に
工
場
が
あ
る
と
は

不
思
議
に
思
う
が
、
実
際
に
工
場
と
は
思
え
な
い
工
場
な
の
で
あ

る
。
従
業
員
は
バ
ラ
の
ア
ー
チ
の
つ
づ
く
小
道
を
通
り
、
美
し
い

噴
水
と
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
移
植
し
た
サ
イ
プ
レ
ス
の
並
木
の
中
の

白
亜
の
工
場
に
通
う
。
広
い
構
内
に
は
従
業
員
の
社
宅
が
点
在
し
、

運
動
場
も
あ
れ
ば
小
学
校
も
あ
る
。」（
前
述 

三
省
堂
の
百
年
） 

 

一
般
的
な
工
場
と
は
違
っ
た
構
想
を
持
っ
た
亀
井
寅
雄
に
と
っ
て
、

都
心
か
ら
近
い
蒲
田
の
地
に
満
足
し
た
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
地
に
工
場
用
地
を
入
手
し
た
と
き
に
は
、
西
に
約
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
省
線
（
現
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
）
の
西
側
に
は
、

黒
澤
商
店
蒲
田
工
場
、
大
倉
陶
園
が
創
業
し
て
い
ま
し
た
。
黒
澤

商
店
蒲
田
工
場
は
、
工
場
、
社
宅
、
農
園
（
の
ち
に
は
小
学
校
、

幼
稚
園
）
の
あ
る
、
当
時
の
日
本
で
も
稀
な
工
場
村
で
し
た
。 

ま
た
、
大
倉
陶
園
も
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
く
庭
に
、
麻
布
か
ら

移
築
し
た
洋
館
と
モ
ダ
ン
な
も
の
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
蒲
田
駅
の
南
側
の
地
区
に
は
、
働
く
人
の
環
境
を

考
え
た
当
時
最
先
端
の
工
場
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

                       

大
正
一
二
年
の
蒲
田
町
あ
た
り
の
地
図
。 

新
潟
鉄
工
所
、
黒
澤
工
場
、
大
倉
陶
園
、
電
車
庫
は
、
で
き
て
い
る
。 

右
下
に
は
、
三
省
堂
工
場
予
定
地
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

周
辺
に
は
、
田
畑
が
あ
り
、
当
時
は
、
田
園
風
景
の
中
に
あ
っ
た
。 
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四
． 

蒲
田
工
場
の
概
要 

 

工
場
を
建
て
る
に
あ
た
り
盛
土
は
、
六
郷
川
（
多
摩
川
）
の
河

川
改
修
工
事
の
捨
土
を
利
用
し
ま
し
た
。
工
場
の
構
想
は
、
前
述

の
今
井
直
一
氏
の
手
記
に
よ
る
と
「（
中
略
）「
コ
」
の
字
型
工
場

の
中
央
部
に
主
と
し
て
印
刷
を
、
左
右
両
翼
に
製
版
・
製
本
・
倉

庫
・
発
送
部
な
ど
を
配
し
、
い
わ
ゆ
る
流
れ
作
業
を
考
え
て
設
計

し
た
」（
三
省
堂
の
百
年
史
よ
り
）、
印
刷
、
製
本
の
一
貫
体
制
を

目
指
し
た
総
合
工
場
で
し
た
。 

設
備
も
、「
外
国
の
製
品
に
優
る
も
の
づ
く
り
」
を
目
ざ
す
た
め

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
新
式
高
性
能
の
印
刷
機
を
購
入
、
ま
た
活
字
の

規
格
を
統
一
と
母
型
彫
刻
機
の
設
置
と
も
に
三
省
堂
の
組
版
を
優

秀
な
も
の
と
し
ま
し
た
。（
製
本
工
場
は
、
印
刷
工
場
の
あ
と
に
完

成
） 構

内
に
は
、
食
堂
、
売
店
、
ピ
ン
ポ
ン
室
、
運
動
場
、
ラ
ジ
オ
、

蓄
音
機
な
ど
も
設
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

女
子
工
員
は
、
当
時
女
学
校
の
制
服
だ
っ
た
紺
の
は
か
ま
を
着

用
し
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
も
あ
り
、
生
け
花

や
茶
の
湯
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
で
し
た
。
蒲
田
工
場
は
、

別
称
「
蒲
田
女
学
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

五
．
戦
後
の
移
転
へ 

 

蒲
田
工
場
操
業
開
始
か
ら
、
写
真
製
版
、
母
型
彫
刻
研
究
、
新

型
印
刷
機
械
導
入
と
技
術
の
改
良
を
し
て
き
た
三
省
堂
は
、
一
九

三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
後
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
紙
の
活
版
印
刷
で
は

国
内
ト
ッ
プ
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年

（
昭
和
二
〇
）
太
平
洋
戦
争
の
大
空
襲
で
蒲
田
工
場
は
、
焼
失
し

ま
す
。
そ
の
後
三
崎
町
の
仮
工
場
で
創
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

終
戦
後
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
三
）、
独
禁
法
に
よ
り
、
出
版

と
印
刷
を
分
離
、
三
省
堂
出
版
株
式
会
社
を
設
立
。
同
年
、
蒲
田

工
場
敷
地
は
売
却
さ
れ
、
翌
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
三
鷹
市

に
新
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五

一
）
三
鷹
市
か
ら
八
王
子
市
に
移
転
。
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）

に
は
、 

株
式
会
社
三
省
堂
か
ら
分
離
独
立
し
て
、
三
省
堂
印
刷
株
式
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 
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